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●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 基盤技術課 設計計測係　TEL：075-315-8633  E-mail：kiban@kptc.jp

3DAと幾何公差
　設計者は、製品設計において「どこ」を「どのように」してほし
いかの意図を明確にする必要があります。従来２次元図面にお
いて用いられてきた寸法公差では、求めるところの幾何形状を
説明する上で、３次元形状へ当てはめた時のあいまいさにより
正確に表現できない場合があります。３次元形状での形状・公
差指示は、幾何公差を用いることが適しています。そのため、
3DAでは幾何公差を用いることでモデル上へ容易かつ正確に
公差を反映できるようになります。ただ、仮に現在主流の2次元
図面と3次元モデルが混ざったような状況でも、設計において
幾何公差を使うことには多くのメリットはあり、必ずしも「3DA
＝幾何公差」というわけではありません。

おわりに
　今後、このモデルベースでの設計・製造の流れは、グローバ
ル化やDXの実現が背景となり、必然的に製造業全体にひろが
るものとなってくることが予想されます。
　それに対応するためには、２次元図面を基本とする製造の流
れを３次元モデルを基本とする製造の流れへ変化させること、
つまり設計においては、従来寸法（距離・角度）から幾何公差へ
の移行が重要であり、モデルへ付加するPMI（製品製造情報）
は、人間が読むため（ヒューマンリーダブル）の情報から機械
（ソフト）が理解できる（マシンリーダブル／セマンティック）情
報・データとしての定義、整備が求められます。

モデルベースでの設計・製造
　今日、製造業において、製品の企画、設計から製造、品質保
証、そしてメンテナンスまでを3D-CADモデルベースで進めて
いこうという考え方があり、米国では、MBE/MBD（Model 
Based Enterprise/Model Based Definition）、日本では、
DTPD/3DAモデルと呼ばれています。そのプロセスの中での
設計情報の効率的運用についてのレベルをMBE（モデルベー
ス製品設計）運用を最高位として考えた場合、最下位は２次元
図面運用となり、例えば、3Dモデル（3D-CAD）運用を行うこと
で１段階レベルアップとなります。この運用レベルが低いほど、
製品のライフサイクル全体で、人への負荷が大きく、非効率な
状態といえます。
　紙の図面はその２次的利用が難しく、人間によってそこに示
される情報理解をしなければならず、そこで得られたデータを
基に加工や測定など各工程が行われることとなります。一方、
3Dモデルで設計され、そのままのモデルで次工程に設計情報
が活用可能となれば、そのモデルで加工機が動き、また測定結
果の判定までが可能となり、効率的な製品開発プロセスが実現
されます。そのプロセス全般にわたり活用可能な設計情報の付
加された3Dモデルが「3DAモデル（3D Annotated Models：
3D製品情報付加モデル）」といわれるものです。

3DAモデル
　3DAモデルとは、製品の３次元形状に関する設計モデルを中
核として、寸法公差、幾何公差、表面性状、各種処理、材質などの
製品特性と部品名称、部品番号、使用個数、箇条書き注記など
モデル管理情報とが加わった製品情報のデータセットです。
　モデルを「3DA化」するということは、従来、それぞれ個別管
理され情報も分散している、「形状を定義する3D-CADモデ
ル」と「材質や加工方法や精度を定義する２次元図面情報（製造
に必要な情報）」を統合することであるといえます。

モデルベースでの設計・製造 －3DA/MBDモデルについて－業務・相談
事例紹介

基盤技術課　上原 忍

出典（参考文献）
・林正弘：「設計者の意思を伝える、「幾何公差」の利用法2」（令和4年11月2日開催
の第3回機械設計基礎講座）より
・「特集 3次元データ活用による設計から検査までの連携手法」機械設計2022年
5月号（日刊工業新聞社）
・一般社団法人電子情報技術産業協会三次元CAD情報標準化専門委員会：
「3DAモデルの使い方とDTPDへの展開」（日刊工業新聞社）

ハイテク技術巡回指導事業について
　府内の中小企業の皆さまの創造的・先駆的な技術開発、製品開発、生産技術の改善・高度化、研究開発力の向上などで、より専門
性が高い技術支援が必要な場合に特別技術指導員など外部専門家と技術職員が一緒に皆さまの会社へ伺って現場で助言や指導
を行う事業です。詳細についてはホームページをご覧ください。　https://www.kptc.jp/gijutsushien/esp_gijutsushidoui

　当技術センターの職員だけでは対応しきれないような専門性の高い技術課題の解決にも対応するために、さまざまな分野の外部
専門家の方々に「京都府中小企業特別技術指導員」として登録いただいています。ご相談の内容によっては職員と一緒に課題解決の
助言、指導にあたります。令和5～6年度は下表の方々にお願いしています。まずは当センターへお気軽にご相談ください。

●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 企画連携課 企画連携係　TEL：075-315-8635  E-mail：kikaku@kptc.jp

京都府中小企業特別技術指導員 （順不同、敬称略）

レーザー物理工学
応用光学、光工学
光センシング
電子機器実装
電気・電子
電磁両立性技術
食品微生物学
食品衛生
食品（食品機能学）
化学（光触媒）
表面処理
プロダクトデザイン
工業デザイン
触覚、ロボティクス、メカトロニクス
高分子材料強度学
ナノ・マイクロ材料化学／高分子化学
機械要素
CAE解析（開発支援）
機械設計（３次元ＣＡＤ）
機械加工
塑性加工
塑性加工
機械設計、機械加工
機械設計
機械材料学、材料強度学、材料力学
金属材料の防食・腐食
低環境負荷プロセス、無機機能性材料
品質工学
生体力学、生体材料、シミュレーション医工学
産業財産権
データサイエンス技術

北海道大学 名誉教授

京都工芸繊維大学 電気電子工学系 教授

神戸大学 次世代光散乱イメージング科学研究センター 教授

実装技研 実装技術アドバイザー

（元）日東精工（株） 開発研究所開発二課長

京都工芸繊維大学 オープンファシリティセンター 電波暗室ユニット 特任専門職

京都工芸繊維大学 繊維学系 教授

シーアンドエス（株） シニアスーパーバイザー

京都大学大学院 農学研究科 准教授

大阪府立大学 名誉教授、元理事・副学長

京都大学大学院 工学研究科 材料工学専攻 教授

Kanae Design Labo 代表

(株)ＧＫ京都 顧問

名古屋工業大学 おもひ領域 教授

（元）京都工芸繊維大学 繊維学系 教授

同志社大学 理工学部 特別客員教授

クボギヤテクノロジーズ 代表、 京都大学 名誉教授

田村技術士事務所

キャディック（株） 代表取締役

京都大学大学院 工学研究科 教授

富山大学 学術研究部 都市デザイン学系 教授

京都工芸繊維大学 機械工学系 教授

舞鶴工業高等専門学校 名誉教授

（元）日東精工（株） 開発研究所長

京都工芸繊維大学 機械工学系 教授

大阪大学大学院 工学研究科 マテリアル生産科学専攻 教授

龍谷大学 先端理工学部 教授

ＴＭ実践塾 代表

京都大学 名誉教授、府立医科大学 特任教授、金沢工業大学 客員教授

間宮特許事務所 所長 

(有)坂井経営技術研究所 代表取締役

山下　幹雄
粟辻　安浩
的場　　修
河合　一男
牧野　　勲
泉　　誠一
麻生　祐司
津田　訓範
後藤　　剛
安保　正一
邑瀬　邦明
塚本カナエ
吉田　治英
田中　由浩
西村　寛之
彌田　智一
久保　愛三
田村　隆徳
筒井　真作
松原　　厚
会田　哲夫
飯塚　高志
川勝　邦夫
四方　　修
森田　辰郎
藤本　愼司
青井　芳史
芝野　広志
堤　　定美
間宮　武雄
坂井　公一

専門分野 氏　名 所　属 ・ 役　職

京都府中小企業特別技術指導員のご紹介技術
センターから


